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行政区・屋号 川平区・バイコーンヤー

題 字 記 入 者

名　　前 宮 里  豊 信
 みや  ざと  とよ  のぶ

　若い頃、通信隊で勤められていたので、時々会話
に英語（単語）が入るカッコイイ豊信さん。目を輝か
せ嬉しそうに話される事は、美味しい食事の事と
戦後昔の写真をコレクションとして集めていたとい
う話です。今はとても穏やかに老人ホームで過ごさ
れています。

職員からみた豊信さん

伊江村議会議員 名嘉　實

　人が亡くなると、告別式から始まり、普通四十九日まで法事が行われる。告別式の香典はハダカ千円がほとんど守られて
いるが、七日ごとの法事で村指定の香典袋を使う人は少ない。２千円を入れるとお返しの方が多く、恥ずかしい思いをするこ
とが度々ある。村指定の香典袋を使わない事がお返しを多くする一因になっているのではないだろうか。その逆もあるかも
しれない。
　四十九日が終わると香典返しとして、村の社協や人材育成会などに寄付をする習わしがある。これを無くし広報誌にも掲
載しない方が良いと思う。亡くなった人々の正月と言われる新十六日（ニージュールクニチ）は無くし、一年忌に絞れないだろ
うか？

ドゥンチュイムニ 独り言

（0980） 49-2924 伊江村議会事務局
議会や議会広報に関してご意見やご要望をお寄せ下さい。

学校敷地内のブロック塀の安全対策は
平成30年９月定例会あの質問・質疑どうなった！？

Good Job

か

書きました！
私が
わたし

を

平
成
30
年
６
月
に
大
阪
府
で
発

生
し
た
地
震
に
よ
り､

学
校
敷
地

内
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し､

死
亡
事

故
が
起
き
た
。

　
今
後
、村
内
に
お
い
て
の
学
校
敷
地

内
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策
は
。

質
県・国
の
補
助
金
を
活
用
し
整
備

を
図
っ
て
い
き
た
い
。危
険
性
が

高
く
緊
急
に
修
繕
す
べ
き
箇
所
は
、今

後
村
独
自
で
修
繕
し
て
い
く
事
も
考
え

て
い
る
。

答
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整

交
付
金
を
活
用
し
、令
和
２
年
度

伊
江
小
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
完
成
、

令
和
３
年
度
〜
令
和
５
年
度
に
か
け

て
、西
小
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
整
備

す
る
。

現

施工前 施工後

新生活運動の「葬」について考える

春がやって来た！
健康が一番ちゅん♪

◆ やったぞ最優秀賞‼ …………………………P12～13

あなたはどう思う！？議員定数
 各団体アンケート結果 P2～3
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トピックス

令和４年１月２７日撮影　西小学校チューパンジャマラソン大会
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伊江村議会事務局
で検索ッちゅん

◆ 私たちの未来(伊江中３年生) ………………… P16
◆ あの質問･質疑どうなった!? …………………… P18

　 　　　　最優秀賞
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ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

１．議員活動で生活ができる報酬の見直し… …………………………………２６
２．女性議員枠（例えば１人）の創設……………………………………………２６
３．意欲のある若い世代や女性が立候補しやすい環境づくり…………………５９
４．その他… …………………………………………………………………………４

議員のなり手不足について、今後どのような対策が
必要かQ4

A4

● 他町村の比較から見ても妥当である（６人回答）
● 現状では、議員の皆さんは正当で活発な活動をしていると感じる。
● 今以上増やす必要はない。減らすと意見が偏ってしまいそう。
● 他の町村と比べると妥当だと思う。しかし、立候補者と議員定数が一緒で
　「無投票当選」になると村民の支持、理解を得るのは難しいのではと思う。
● 立候補時の年齢70歳、75歳などの制限もあった方が良いと思う。

Q1で『妥当である』に〇印をつけた方の理由（抜粋）Q5
A5

● 人口減少に伴い定数も減らす。定数を削減し報酬の引き上げ（２人回答）
● 各区から一人で十分だと思う。
● 若い方の関心が少ないと思う。同じ人が何回も当選（5～６人）し、魅力を感じない。

Q1で『多いと思う』に〇印をつけた方の理由（抜粋）Q6
A6

●  一部の声だけではなく様々な声をひろってほしい。女性が平等に評価される環境に
なってほしい。

● 若い世代や女性の議員が必要だと思う。新しい視点で村政運営ができると思う。
● 今まで年期を重ねた議員の方々も大切です。若い世代や女性の活躍も期待したい。
●  女性議員の誕生まではいかずとも、年代問わず女性の意見を聞き、違う形でも政治参

画できる場があれば良いと思う。

議員活動に対する意見・要望（抜粋）Q7
A7

考察

「若い世代や女性が立候補しやすい環境づくり」は５１％、「報酬の見直し」と「女性議員枠の創設」が各々
２３％となっている。

議 員 定 数議 員 定 数 アンケート
結  果

アンケートの結果は、伊江村議会
ホームページでご覧になれます。
令和3年9月号（№174）に議員定数
に関する資料を掲載しています。
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「妥当である」は４９％で、「どちらでも
ない」が２８％、「多いと思う」が２２％、

「少ないと思う」は１％となっている。

「必要と思う」は７４％、「どちらでもな
い」が２６％となっている。「必要と思
わない」は０％で、大半は女性議員が
必要との意見である。考察 考察

考察

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

１．少ないと思う… ……… １
２．妥当である… ……… ３９
３．多いと思う… ……… １７
４．どちらでもない… … ２２

１．女性が政治（議員）活動に参画できる環境でない… ………………………３０
２．伊江村はこれまで男性議員だけで、立候補しづらい… ……………………４１
３．立候補にあたり家族の理解が得られない……………………………………２１
４．家庭と政治（議員）活動の両立ができない…………………………………２２
５．生活ができる報酬ではない… ……………………………………………… ３
６．親戚（縁故関係）が少ない…………………………………………………… ７
７．政治（議員）活動に興味や魅力がない………………………………………２４
８．その他… ……………………………………………………………………… ３

１．必要と思う… ………… ５８
２．必要と思わない… ……… ０
３．どちらでもない… …… ２０

現在の議員定数
について

女性や若い世代が議員として参画できる
環境づくりについて

女性議員が必要と
思いますかQ1

Q3

Q2
A1

A3

A2

これまで男性議員だけのため立候補しづらい（２７％）、女性が議員活動に参画できる環境ではない
（２０％）、政治に興味や魅力を感じない（１６％）、家庭と議員の両立ができない（１５％）、家族の理
解が得られない（１４％）の順となり、「女性が立候補できる仕組みづくりや議員活動に関心・魅力を感
じるようなセミナーの開催等」を検討し、女性や若い世代が議員を志す、議会活動に参画しやすい環
境づくりの検討・議論が必要である。

あなたあなたははどう思う！？どう思う！？

10人

　議員定数調査特別委員会（内田竹保委員長）では、第2
回委員会後に村内各団体へ議員定数や女性議員の必要性、
議員活動に対する意見や要望など、下記のとおりアンケー
トを実施しました。今後はアンケート結果及び住民の意
見を聴取し、今年９月の村議会議員選挙を鑑み、慎重に
審議を重ね３月中に議員定数を決める方針です。

９月15日　伊江小学校PTA役員
　　17日　西小学校PTA役員
　　23日　各区長及び書記

10月１日　婦人会役員
　　８日　老人クラブ連合会役員
　　22日　青年会役員

77件

アンケート実施日回答件数

※複数回答のため回答件数合計が異なります。



問　
令
和
３
年
９
月
７
日
の

琉
球
新
報
記
事
に
、
公※

１

務
員

倫
理
規
程
の
制
定
は
、
地
方

自
治
体
の
努
力
義
務
（
国
家

公
務
員
倫
理
法
43
条
）
で
あ

る
が
、
北
部
地
域
自
治
体
で
、

伊
平
屋
村
、国
頭
村
、恩
納
村
、

宜
野
座
村
で
制
定
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
大
宜
味
村
、
今

帰
仁
村
、
本
部
町
は
、
制
定

を
検
討
し
て
い
る
と
の
記
載

が
あ
る
。
本
村
は
、
記
事
担

当
者
へ
の
返
事
で
、
服
務
規

則
に
倫
理
的
要
素
を
含
ん
で

い
る
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
と
答
え
て
い

る
が
、
服
務
規
則
の
み
で
は

抽
象
的
で
、
具
体
性
に
欠
け

る
。
本
村
も
倫
理
規
定
の
制

定
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

村
当
局
の
見
解
を
問
う
。

答　
村　
長

伊
江
村
職
員
服
務
規
定
及

び
地
方
公
務
員
法
に
お
い
て
、

倫
理
的
要
素
を
含
ん
で
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
地
方
公

務
員
法
第
30
条
に
は
、
職
員

は
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
公

共
の
利
益
の
た
め
に
勤
務
す

る
も
の
と
さ
れ
、
第
33
条
で

は
、
職
員
に
よ
る
信
用
失し

っ
つ
い墜

行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

職
員
は
各
種
団
体
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
で
自
ら

の
職
務
資
質
の
向
上
を
図
る

必
要
が
あ
り
、
地
域
か
ら
も

信
頼
さ
れ
る
職
員
を
目
指
さ

な
け
れ
ば
な
ら
い
。
信
用
失

墜
行
為
を
具
体
的
に
明
記
す

る
こ
と
に
よ
り
職
員
が
委
縮

し
、
行
政
情
報
の
収
集
や
職

務
遂
行
上
、
支
障
が
出
る
お

そ
れ
が
考
え
ら
れ
る
。

問　
職
員
が
委
縮
す
る
か
ら

村
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
欠
け
る
と
い
う
の

は
遺
憾
で
あ
る
。

答　
村　
長

倫
理
規
定
を
理
由
に
、
地

域
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど

に
参
加
し
づ
ら
い
と
い
う
情

報
も
あ
る
。
伊
江
村
に
合
っ

た
倫
理
規
定
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　
公
務
員
倫
理
規
定
に
は

こ
う
書
い
て
あ
る
。
利
害
関

係
者
か
ら
金
銭
物
品
の
贈
与

や
接
待
を
受
け
る
こ
と
な
ど

を
禁
止
、
割
り
勘
の
場
合
で

あ
っ
て
も
利
害
関
係
者
と
ゴ

ル
フ
や
旅
行
を
行
う
こ
と
を

禁
止
す
る
と
あ
る
。
こ
れ
に

準
じ
て
倫
理
規
定
を
つ
く
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
村　
長

職
員
倫
理
規
定
の
制
定
に

つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
内
部

で
検
討
し
、
様
々
な
観
点
か

ら
調
査
、
研
究
を
し
て
い
く
。

「
職
員
倫
理
規
程
」の
制
定
を
問
う

様
々
な
観
点
か
ら
調
査
・
研
究
を
し
て
い
く

村長
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一
般
質
問ここここを問うを問う

一般質問の詳細については、ホームページの第 10 回定例会会議録をご覧下さい

亀
かめ

里
ざと

敏
とし

郎
ろう

議員

※1 公務員倫理規程
　公務員と利害関係がある業者との金銭や物品の受け取りを規制し疑念や不信を招く行
為を防止する公務員倫理規程。地方自治体は「努力義務」（国家公務員倫理法43条）とさ
れている。

市町村 制定時
石垣市 2008年11月
豊見城市 1977年3月
うるま市 2006年6月
宮古島市 2016年4月
南風原町 2005年5月
久米島町 2002年4月
伊平屋村 2019年8月
国頭村 2000年7月
恩納村 2005年1月
宜野座村 2005年5月

職員倫理規程を
制定している市町村



伊
江
村
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
を
中
心
に
新
規
就
農
者
の
確
保
を
行
う

村長

実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地

プ
ラ
ン
が
令
和
３
年
９
月
29

日
公
告
さ
れ
た
。
農
地
利
用
は

中
心
経
営
体
で
あ
る
認
定
農

業
者
等
が
担
い
、
農
地
を
集
積

す
る
と
同
時
に
担
い
手
へ
の

集
約
を
図
る
と
あ
り
、
ま
た
、

「
農
業
後
継
者
等
の
確
保
・
育

成
に
力
を
入
れ
る
べ
き
」
等
と

の
意
見
も
あ
り
、
就
農
を
希
望

す
る
新
規
就
農
者
や
農
業
後

継
者
等
の
人
材
の
確
保
・
育
成

を
行
っ
て
い
く
と
も
あ
る
。
短

期
的
に
は
農
地
の
有
効
利
用

を
図
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ

れ
る
が
、
５
年
先
、
10
年
先
を

見
据
え
た
時
に
わ
ず
か

１
２
２
経
営
体
で
は
現
状
と

変
わ
ら
な
い
状
況
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
喫き

っ
き
ん緊
の
課
題
は

い
か
に
多
く
の
新
規
就
農
者

を
確
保
す
る
こ
と
に
か
か
っ

て
い
る
。
今
回
の
実
質
化
さ
れ

た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
受
け
、

再
度
村
当
局
の
見
解
を
問
う
。

問　
移
住
・
定
住
促
進
住
宅

の
基
本
計
画
策
定
の
進
捗
状

況
は
。

答　
村　
長

「
伊
江
村
移
住
定
住
促
進
に

向
け
た
基
本
計
画
策
定
業
務
」

と
題
し
11
月
17
日
に
業
務
委

託
契
約
を
締
結
。
12
月
中
に

移
住
定
住
に
関
す
る
現
況
把

握
調
査
を
実
施
す
る
。
１
月
、

２
月
に
内
部
検
討
会
を
重
ね

な
が
ら
取
り
組
み
事
項
の
具

体
的
な
検
討
を
実
施
、
３
月

に
は
移
住
定
住
促
進
に
向
け

た
計
画
を
策
定
す
る
。

問　
新
規
就
農
者
を
確
保
す

る
た
め
に
、
情
報
発
信
を
含

め
斡
旋
シ
ス
テ
ム
構
築
を
出

来
な
い
か
。

答　
村　
長

村
と
し
て
、
全
国
農
業
会

議
所
運
営
の
新
規
就
農
相
談

サ
イ
ト
「
農
業
を
は
じ
め

る.jp

」
へ
の
投
稿
や
、
全
国

農
業
ナ
ビ
へ
の
登
録
を
行
い
、

県
内
外
へ
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
る
。
斡
旋
シ
ス
テ
ム
の
構
築

は
「
伊
江
村
担
い
手
育
成
総

合
支
援
協
議
会
」
を
中
心
に

雇
用
就
農
受
け
入
れ
先
へ
の
支

援
、
自
営
農
業
就
農
者
を
目

指
す
者
へ
指
導
農
業
士
や
先

進
農
家
を
活
用
し
た
指
導
助

言
の
マ
ッ
チ
ン
グ
方
法
、
農
業

後
継
者
の
育
成
等
を
検
討
し

て
い
く
。
県
内
外
か
ら
の
就

農
希
望
者
に
は
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
情
報
を
活
用
、
農
地
の

貸
し
手
の
掘
り
起
こ
し
を
農

業
委
員
会
を
中
心
に
行
い
、

農
地
中
間
管
理
機
構
等
を
活

用
し
て
新
規
農
業
者
へ
の
農

地
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

問　
直
近
の
資
料
に
よ
れ
ば

農
用
地
の
耕
作
利
用
率
は

７
９
．２
％
で
前
年
比
３
．２
％

の
減
と
な
っ
た
。
村
と
し
て

新
た
な
作
物
の
調
査
研
究
を

行
う
考
え
が
あ
る
か
。

答　
村　
長

現
在
、
生
産
拡
大
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
落
花
生
、

ア
ジ
ア
ン
野
菜
を
始
め
、
農
家

の
生
産
状
況
を
把
握
し
、
必
要

に
応
じ
て
支
援
し
つ
つ
、
農
業

振
興
の
課
題
と
し
て
引
き
続

き
新
た
な
作
物
導
入
に
つ
い

て
調
査
研
究
に
努
め
て
い
く
。

虻
あぶ

江
え

 修
おさむ

議員

農水産業担い手支援住宅（本部町）農水産業担い手支援住宅（本部町）
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一
般
質
問 村政村政 のの

村当局も同様の危機感を持っていることを共有できた。一次産業
がなければ二次産業・三次産業もない。村長、副村長からも島の一
次産業を衰

す い た い

退させることのないように継続して取り組んでいくとの前
向きな答弁をもらい安堵している。
人・農地プランにかかる資料等提供してくれた関係課・職員には感

謝し、今後の施策・実施状況を注視していきたい。

つぶやき

伊
江
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
担
う
新
規
就
農
者
の
確
保
を



伊
江
村
議
会
で
は
、
11
月
11
日
の
臨
時
会

に
お
い
て
海
底
火
山
噴
火
に
よ
る
噴
出
し
た

漂
流
・
漂
着
軽
石
に
関
す
る
意
見
書
を
国
、

県
へ
提
出
し
た
。
村
に
お
い
て
は
、
10
月
中
旬

ご
ろ
か
ら
東
海
岸
に
大
量
の
軽
石
が
漂
着
し

て
い
る
が
、
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
除

去
さ
れ
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
風

向
き
や
潮
流
の
変
化
に
よ
り
、
今
な
お
漂
着

す
る
状
態
で
あ
る
。

問　
漁
業
者
や
観
光
業
者
に
対
す
る
村
と
し

て
の
支
援
は
あ
る
か

答　
村　
長

本
定
例
会
で
「
軽
石
対
策
漁
業
支
援
事
業
」

と
し
て
予
算
を
補
正
計
上
し
、
漁
業
者
に
対

し
、
漁
船
の
機
関
故
障
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
海※
２
水
こ
し
き
器
及
び
付
属
品
等
の
取
り
付

け
を
支
援
す
る
。
観
光
業
に
対
し
て
は
、
国
、

県
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
村
内
の
状
況
を

把
握
し
な
が
ら
対
応
を
考
え
る
。

答　
農
林
水
産
課
長
（
玉
城
正
朝
）

養
殖
モ
ズ
ク
に
つ
い
て
は
、
漁
協
や
生
産

者
か
ら
情
報
収
集
を
し
、
軽
石
に
よ
る
影
響

が
あ
る
の
か
確
認
を
し
て
対
応
し
た
い
。

問　
海
岸
に
漂
着
す
る
軽
石
の
今
後
の
対
策

は

答　
村　
長

環
境
省
の
補
助
事
業
「
海
岸
漂
着
物
等
地

域
対
策
推
進
事
業
費
」
と
し
て
予
算
を
補
正

計
上
し
て
い
る
。
漁
業
活
動
の
早
期
再
開
等

を
目
的
に
伊
江
漁
業
協
同
組
合
等
へ
委
託
を

検
討
し
て
い
る
。

問　
本
部
港
の
軽
石
漂
着
対
策
は

答　
村　
長

北
部
土
木
事
務
所
と
連
携
を
図
り
、
重
機

に
よ
る
除
去
作
業
を
迅
速
に
進
め
て
い
る
。

同
時
に
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
対
策
を

講
じ
た
い
。
軽
石
の
影
響
が
長
期
化
す
る
場

合
は
、
大
型
船
バ
ー
ス
の
活
用
や
エ
キ
ス
ポ

港
を
整
備
す
る
よ
う
県
に
要
請
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
部
港
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、

緊
急
的
に
運
天
港
の
使
用
も
考
え
て
い
る
。

伊
江
村
に
お
け
る

養
蜂
の
現
状
は

村長   

養
蜂
農
家
や
関
係
機
関
と
連
携
し

養
蜂
振
興
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

問　
村
に
は
養
蜂
の
届
出
を
さ
れ
て
い
る
方

が
6
名
ほ
ど
い
る
。
養
蜂
は
農
産
物
の
受
粉
、

蜂
蜜
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も
な
っ

て
い
る
。1
年
を
通
し
て
養
蜂
を
す
る
と
、
夏

は
7
月
か
ら
9
月
の
草
花
や
樹
木
の
花
が
少

な
く
、
蜜
蜂
が
餓
死
す
る
と
き
も
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
本
村
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

は
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
」と
あ
る
が
、夏

場
に
咲
く
草
花
や
樹
木
等
を
調
査
研
究
し
安

定
し
た
養
蜂
が
で
き
る
環
境
に
で
き
な
い
か
。

答　
農
林
水
産
課
長（
玉
城
正
朝
）

全
体
の
設
置
群
数
は
合
計
で

３
４
８
群
（
巣
箱
）
と
な
っ
て
い
る
。

夏
季
に
お
け
る
草
花
等
に
つ
い
て

県
へ
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
養

蜂
農
家
自
ら
が
シ
ロ
バ
ナ
セ
ン
ダ
ン

草
、
バ
ジ
ル
、
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
の

三
種
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
」
と
報
告

を
受
け
て
い
る
。
今
後
も
養
蜂
農
家

や
関
係
機
関
と
蜜
源
状
況
の
把
握
に

努
め
て
い
き
た
い
。

伊
江
村
の
軽
石
漂
流
・
漂
着
対
策
は

村長

県
と
連
携
を
図
り
支
援
や
軽
石
対
策
を
講
じ
る

蜜源となるシロバナセンダン草蜜源となるシロバナセンダン草

本部港の軽石除去の様子本部港の軽石除去の様子
（撮影：令和3年11月10日）（撮影：令和3年11月10日） 漁船に設置された海水こし器漁船に設置された海水こし器
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一
般
質
問

島
しまぶくろ

袋 勉
つとむ

議員※２  海水こし器  漁船のエンジン内部に軽石の侵入を防ぐための機器



問　
騒
音
被
害
を
緩
和
す
る
目
的
で
平

成
31
年
度
か
ら
「
真
謝
・
西
崎
区
住
環

境
負
担
軽
減
事
業
」
が
村
単
独
事
業
と

し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
。
村
費
の
み
に
よ

る
単
独
事
業
と
し
て
は
莫
大
な
予
算
を
必

要
と
す
る
事
業
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
事
業
の
進
捗
具
合
は
１
年
間
に
10
件

程
度
し
か
進
ん
で
お
ら
ず
、
現
在
の
よ
う

な
進
み
方
で
は
10
年
以
上
も
か
か
る
の
で

は
と
危
惧
し
て
い
る
。

　
同
じ
よ
う
に
基
地
か
ら
の
騒
音
被
害
を

受
け
な
が
ら
防
音
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と

が
遅
く
な
る
こ
と
に
は
大
き
な
不
平
等
感

が
あ
る
。
財
源
の
増
額
に
最
大
の
努
力
を

し
、
こ
の
事
業
を
加
速
化
さ
せ
地
域
住
民

が
１
日
で
も
早
く
平
穏
な
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
だ
と
思
う
。

　
そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

① 

工
事
希
望
戸
数
及
び
こ
れ
ま
で
に
工

事
が
完
了
し
た
件
数
は

② 

本
事
業
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答　
村　
長

真
謝
・
西
崎
区
の
防
音
工
事
は
地
域

住
民
へ
の
実
情
に
沿
っ
た
事
業
展
開
が
で

き
る
よ
う
両
区
の
推
進
委
員
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

１
点
目
に
つ
い
て
、
工
事
希
望
戸
数
は

真
謝
区
が
37
戸
、
西
崎
区
が
１
３
６
戸
の

合
計
１
７
３
戸
で
あ
る
。
工
事
の
完
了
件

数
に
つ
い
て
は
令
和
元
年
か
ら
令
和
２
年

度
繰
越
分
も
含
め
る
と
真
謝
区
で
10
戸
、

西
崎
区
で
10
戸
の
計
20
戸
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
。

２
点
目
に
つ
い
て
、
単
独
事
業
と
し
て

防
音
工
事
を
実
施
し
て
い
る
他
市
町
村
の

事
例
が
な
く
制
度
設
計
に
苦
慮
し
た
経
緯

が
あ
る
。
当
初
予
定
し
て
い
た
計
画
よ
り

改
修
工
事
費
が
嵩か
さ
み
、
ま
た
村
内
の
建た
て
具ぐ

業
者
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
遅
れ
て

い
る
。
今
後
は
事
業
執
行
の
工
夫
、
改
善

を
図
り
な
が
ら
防
音
工
事
の
迅
速
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
説
明
会
に
も
参
加
で
き
ず
当
初
の

希
望
調
査
で
も
希
望
し
て
い
な
い
方
々
の

追
加
工
事
も
受
け
付
け
る
べ
き
だ
と
思
う

が
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
本
事
業

に
つ
い
て
は
財※
３
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

て
で
も
工
事
を
早
め
る
べ
き
だ
と
思
う
。

建
設
単
価
は
毎
年
３
％
～
５
％
は
上
昇
す

る
と
予
想
さ
れ
、
長
期
化
す
る
こ
と
は
そ

れ
だ
け
事
業
費
が
割
高
と
な
る
。
そ
れ
に

比
べ
基
金
の
預
金
利
息
は
低
金
利
と
な
っ

て
い
る
。

　
近
年
４
～
５
年
の
財
政
調
整
基

金
の
年
度
末
残
高
を
調
べ
て
み
る

と
17
億
円
か
ら
19
億
円
も
残
っ
て

お
り
財
政
運
営
上
か
ら
も
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
し
、
事
業

を
加
速
化
さ
せ
る
べ
き
だ
と
思

う
。

答　
村　
長

当
初
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

「
希
望
し
な
い
」
と
回
答
さ
れ
た

方
々
で
も
希
望
す
れ
ば
防
音
工
事

は
実
施
す
る
。
基
金
を
取
り
崩
し

て
事
業
を
早
め
る
と
の
考
え
方
を

否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
多
岐

に
わ
た
る
行
政
需
要
に
対
応
す
る

た
め
に
基
金
は
取
り
崩
さ
ず
１
年

間
に
20
件
、
１
件
３
０
０
万
円
ぐ

ら
い
と
し
て
年
間
６
，
０
０
０
万

円
程
度
を
一
般
財
源
か
ら
活
用

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
考
え
て

い
る
。
真
謝
・
西
崎
両
区
長
や

推
進
委
員
会
と
も
協
議
し
な
が

ら
、
で
き
る
だ
け
加
速
化
さ
せ

た
い
と
思
う
。

防
音
工
事
の
迅
速
化
に
向
け
て
取
り
組
む

村長

島
しまぶくろ

袋義
よしのり

範
議員※3  財政調整基金  自治体における年度間の財源不均衡を調整するための積立金

騒音対策として取り付けられたサッシ（西崎区）騒音対策として取り付けられたサッシ（西崎区）
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一
般
質
問

真
謝
・
西
崎
区
の
防
音
工
事
を
加
速
さ
せ
よ
！



問　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
上
で
有
効

な
手
段
で
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
事
件
・

事
故
の
早
期
解
決
及
び
犯
罪
防
止
対
策

と
し
て
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

平
成
30
年
に
政
府
で
閣
議
決
定
さ
れ
て
い

る
「
登
下
校
防
犯
プ
ラ
ン
」
に
係
る
主
な

取
り
組
み
の
一
部
に
、
通
学
路
の
環
境
の

整
備
・
改
善
及
び
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に

関
す
る
支
援
、
防
犯
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

が
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
。
事
件
・
事
故

の
早
期
解
決
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
役
目
は

重
要
な
こ
と
か
ら
、
警
察
署
関
連
の
協
議

会
等
で
も
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
拡
充
が

求
め
ら
れ
、
道
路
や
公
共
空
間
（
公
園
、

施
設
敷
地
等
）
に
設
置
す
る
街
頭
防
犯
カ

メ
ラ
が
あ
る
。

本
村
に
お
い
て
も
、
既
設
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
箇
所
の
検
証
を
踏
ま
え
、
村
の
関

係
機
関
等
の
意
見
を
聞
き
、
街
頭
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
計
画
を
策
定
し
、
村
民
が

安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を

目
指
す
政
策
は
、
住
民
福
祉
に
寄
与
す
る

重
要
な
こ
と
と
考
え
る
。
街
頭
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
計
画
は
。

答　
村　
長

　
平
成
29
年
度
に
内
閣
府
の
緊
急
整
備
事

業
を
活
用
し
「
防
犯
カ
メ
ラ
10
台
」
を
設

置
し
た
。
防
犯
カ
メ
ラ
は
「
安
心
・
安
全

な
村
づ
く
り
」
の
推
進
に
、
有
効
な
手
段

で
あ
る
一
方
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
」、

「
住
民
監
視
に
つ
な
が
ら
な
い
か
」
な
ど
、

村
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
必
要
で
あ
る
。

既
存
の
カ
メ
ラ
の
検
証
も
踏
ま
え
て
、
設

置
計
画
の
必
要
性
も
含
め
、
検
討
し
た
い

と
考
え
る
。

問　
通
学
路
付
近
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
必

要
性
は
。

答　
教
育
長

必
要
性
は
十
分
理
解
し
て
い
る
。
関

係
機
関
と
調
整
、
検
討
し
た
い
。

問　
令
和
4
年
度
に
設
置
計
画
の
策
定

や
整
備
は
出
来
な
い
か
。

答　
村　
長

意
見
を
聴
取
し
、
予
算
も
含
め
内
部
で

し
っ
か
り
協
議
を
す
る
。

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
計
画
は

村長

既
存
カ
メ
ラ
の
検
証
と
必
要
性
を
含
め
検
討
す
る

村内に設置されている防犯カメラ村内に設置されている防犯カメラ
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並
なみ

里
ざと

晴
はる

男
お

議員



問　
農
協
の
第
２
集
出
荷
場
の
作
物
を

保
管
す
る
冷
蔵
庫
は
、
設
置
さ
れ
て
か
ら

30
年
近
く
た
ち
、
室
外
機
は
風
雨
で
経け
い
年ね
ん

劣れ
っ
化か

し
何
度
か
修
理
し
た
が
、
冷
蔵
庫
の

ド
ア
は
、
自
動
で
は
完
全
に
閉
ま
ら
ず
、

手
動
で
閉
め
て
い
る
。
ド
ア
の
ゴ
ム
部
分

も
破
損
し
密
着
せ
ず
、
そ
こ
か
ら
外
気
が

入
り
込
む
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。

　
８
月
中
旬
に
は
、
室
内
機
の
２
基
あ
る

フ
ァ
ン
の
内
の
１
基
が
故
障
し
、
３
℃
に

設
定
さ
れ
た
温
度
が
６
℃
ま
で
上
昇
し
た

た
め
、
保
管
し
た
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
種
の
芽

が
長
く
伸
び
、
そ
の
ま
ま
で
は
植
え
付
け

で
き
な
い
た
め
、
伸
び
す
ぎ
た
部
分
を
切

り
取
る
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。
種
は
発
芽
の
際
、
自
ら
の
養
分

を
消
費
す
る
た
め
細
く
な
る
。
ま
た
、
温

度
が
上
昇
し
湿
度
が
高
く
な
り
、
カ
ビ
が

入
っ
た
た
め
コ
ン
テ
ナ
１
箱
分
廃
棄
し
た

方
も
い
る
。「
苗
半
作
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
こ
れ
は
い
い
苗
を
育
て
た
ら
半
分

成
功
し
た
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
冷
蔵
庫
で
種
が
芽
を
出
す
よ
う
で

は
、
後
々
の
管
理
が
大
変
で
い
い
作
物
は

で
き
な
い
。
冷
蔵
施
設
を
改
修
す
る
た
め

に
、
村
と
し
て
も
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と

考
え
る
。
村
長
の
見
解
は
。

答　
村　
長

伊
江
村
農
産
物
第
２
集
出
荷
セ
ン
タ
ー

の
作
物
を
保
管
す
る
冷
蔵
庫
は
、
平
成
２

年
度
に
整
備
を
行
い
、
30
年
以
上
経
過
し

て
い
る
。
現
在
、
約
１
６
０
人
の
島
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
農
家
が
利
用
し
て
お
り
、
種
の
保

存
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で
、
島

を
代
表
す
る
作
物
で
あ
る
島
ラ
ッ
キ
ョ
ウ

の
振
興
上
、
必
要
な
施
設
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
同
施
設
は
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
が

指
定
管
理
者
で
あ
る
。
管
理
協
定
書
の
第

11
条
で
「
施
設
に
係
る
す
べ
て
の
維
持
管

理
費
、
そ
の
他
の
諸
経
費
及
び
機
械
、
備

品
等
の
修
繕
費
は
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
が
負
担

す
る
」
に
基
づ
き
、
早
急
に
指
定
管
理
者

で
あ
る
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
に
確
認
し
、
冷
蔵

施
設
の
修
繕
に
つ
い
て
協
議
し
た
い
。

小
中
学
校
周
辺
の
通
学
路

に
街
灯
の
増
設
は

で
き
な
い
か

教育長

現
場
の
確
認
や
保
護
者
等
の

意
見
を
伺
い
対
応
し
た
い

問　
現
在
、
夕
暮
れ
が
早
く
、
小
中
学

校
の
周
辺
の
通
学
路
に
街
灯
を
増
設
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
、
学
校
関
係
者
や

子
ど
も
た
ち
、
周
辺
住
民
か
ら
出
さ
れ
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
、

明
る
い
通
学
路
に
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
教
育
長

令
和
３
年
度
中
に
伊
江
中
学
校
周
辺
の

通
学
路
に
街
灯
の
設
置
を
進
め
、
小
学
校

周
辺
の
通
学
路
の
街
灯
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
両
小
学
校
の
通
学
状
況
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
や
地
域
住
民

の
ご
意
見
も
伺
い
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
に
確
認
し
修
繕
に
つ
い
て
協
議
し
た
い

村長

名
な

嘉
か

 實
みのる

議員

30年近く経つ集出荷場冷蔵庫外観30年近く経つ集出荷場冷蔵庫外観

給食センター東側通学路の様子給食センター東側通学路の様子
（1月20日午後6時30分撮影）（1月20日午後6時30分撮影）
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一
般
質
問

農
協
集
出
荷
場
の
大
型
冷
蔵
庫
の
整
備
は



屋
内
体
育
施
設
は
、
地
域
住
民
の
競

技
ス
ポ
ー
ツ
の
技
能
向
上
及
び
健
康
増

進
、
観
光
客
、
米
軍
人
等
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
施
設
と
し
て
観
光
振
興
の
促
進
ま
た

は
、
交
流
人
口
の
増
加
に
繋
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
体
育
館
、
武
道
場
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ジ
ム
、
プ
ー
ル
等
を
兼
ね
備
え
た

総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
あ
り
、
村
民
の
体

力
づ
く
り
や
健
康
増
進
の
拠
点
施
設
と
し

て
大
い
に
期
待
が
持
て
る
。
次
の
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

問　
屋
内
体
育
施
設
の
供
用
開
始
は

答　
村　
長

令
和
4
年
3
月
ま
で
に
工
事
及
び
備

品
等
の
事
業
を
完
了
す
る
。検
査
を
経
て
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
の
4
月
下
旬
を

予
定
し
て
い
る
。

問　
屋
内
体
育
施
設
の
職
員
体
制
は

答　
村　
長

次
年
度
の
施
設
管
理
体
制
に
つ
い
て

は
、
現
在
Ｂ
＆
Ｇ
施
設
に
勤
務
す
る
担
当

職
員
が
担
う
予
定
で
あ
る
。

問　
屋
内
体
育
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
は
検
討
さ
れ
た
か

答　
村　
長

屋
内
体
育
施
設
の
供
用
開
始
を
契
機

に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て
検
討
を

す
る
が
総
合
運
動
公
園
が
全
体
的
に
整
備

完
了
す
る
時
に
企
業
に
呼
び
か
け
て
い

く
。

問　
各
施
設
を
活
用
し
た
村
民
の
体
力

づ
く
り
や
健
康
増
進
へ
の
新
た
な
取
り
組

み
は

答　
村　
長

新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
体
育

館
や
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
等
の

新
た
な
教
室
の
企
画
や
新
規
サ
ー
ク
ル
の

育
成
に
努
め
、「
誰
も
が
気
軽
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
健
康
づ
く
り
を
楽
し
め
る
」
を

総
合
運
動
公
園
の
理
念
に
、
施
設
運
営
収

支
に
配
慮
し
な
が
ら
健
全
運
営
に
努
め
た

い
。

屋
内
体
育
施
設
の
運
用
の
考
え
は

村長

健
康
拠
点
施
設
と
し
て
の
活
用
を
促
し
、
健
全
運
営
に
努
め
た
い

完成に向け工事が進む屋内体育施設完成に向け工事が進む屋内体育施設

総合運動公園全体イメージ図総合運動公園全体イメージ図
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一
般
質
問

山
やま

城
しろ

善
よし

彦
ひこ

議員

施  設  名  工事完了（予定）
多目的屋内運動場 平成28年3月
野球場（人工芝） 令和元年4月
屋内体育施設 令和４年(3月)
野球場サブグラウンド
・ブルペン 令和４年(12月)

総合運動公園施設工事
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令和３年　第10回定例会 会期：12月14日（火）～12月16日（木）

議 案 番 号 件　　　名 議決結果

報告第15号 中層型浮漁礁更新工事の専決処分の報告について 原案報告

議案第59号 村営東江上第４地区土地改良事業の施行について 原案可決

議案第60号 伊江村畜産総合施設整備工事（Ｒ２）建築の請負契約の変更について 〃

議案第61号 伊江村畜産総合施設整備工事（Ｒ３）建築の請負契約について 〃

議案第62号 伊江中学校教員宿舎新築工事（建築・周辺整備）の請負契約について 〃

議案第63号 伊江村総合運動公園屋内体育施設新築工事（建築）の請負契約の変更について 〃

議案第64号 伊江村税条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第65号 伊江村固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第66号 伊江村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第67号 伊江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第68号 沖縄県町村交通災害共済組合の解散に関する協議について 〃

議案第69号 沖縄県町村交通災害共済組合の解散に伴う財産処分に関する協議について 〃

議案第70号 沖縄県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議について 〃

議案第71号 令和３年度伊江村一般会計補正予算（第８号） 〃

議案第72号 令和３年度伊江村診療所特別会計補正予算（第３号） 〃

議案第73号 令和３年度伊江村国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 〃

議案第74号 令和３年度伊江村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 〃

議案第75号 令和３年度伊江村水道事業会計補正予算（第１号） 〃

議案第76号 令和３年度伊江村船舶運航事業会計補正予算（第１号） 〃

令和４年　第１回臨時会 会期：１月27日（木）

議 案 番 号 件　　　名 議決結果

報告第１号 伊江村立聖苑外壁等改修工事の専決処分の報告について 原案報告

議案第１号 伊江村畜産総合施設重機車両購入業務の契約について 原案可決

議案第２号 伊江村畜産総合施設家畜運搬車購入業務の契約について 〃

議案第３号 農業基盤整備促進事業（東江上第３地区）整備工事（R3）その３の請負契約について 〃

議案第４号 団体営農地保全整備事業（東江上第２地区）整備工事（R3）その２の請負契約の変更について 〃

議案第５号 伊江村過疎地域持続的発展計画の策定について 〃

議案第６号 令和３年度伊江村一般会計補正予算（第９号） 〃

議
決
の
結
果 

（
第
10
回
・
第
１
回
）



や
っ
た
ぞ
　
最
優
秀
賞
‼

議会傍聴
議会に興味

・関心のあ
る方は、役場

3 階議会事
務局

で手続きを
し、議会の

様子を見る
ことが出来

ます。

議会の流れ

「議場」では
住民を代表

する10名の

「議員」が
村の条例や

予算等を

審議・決定致
します。

議会は最終
的な

意思決定機
関A

アンサー

議
会
と
は
何
だ
ろ
う
！？

議
会
の
流
れ

議
会

ぎ

か

　
い

と
は

何
だ
ろ
う
！？

急に議会を開くこともあるのかな？

議決って
なんだろう？

定期的に開
かれる議会

です。

毎年３月、６
月、９月、12

月の年４回

開かれます
。

定例会とは？

議員が議場
に参集し、議

長が開会を
告げます。

「要　請　
型」 … 住民

が抱えてい
る不安、不満

、問題等を
まとめて、そ

の対策、

解決策等を
資す方法。

「事情聴取
型」 … 予算

の執行をは
じめ、今現

在、執行中
の事務・事

業の進行

状況を資す
方法。

「政　策　
型」 … 議員

が日頃、思
い抱いてい

る抱負、ア
イディア等

を政策と

して提言す
る方法。

村長から提
案される議

案には「議案
」「報告」「同

意」「承認」「
認定」があり

ます。

また、議員か
ら提案され

る議案には「
議員提出議

案」「意見書
」「決議」「陳

情」

があります
。

議案の提案
者（村長、提

案議員）が
議案の内容

や理由を説
明します。

議員が議案
について質

疑を行いま
す。

議案などに
、詳しい審査

が必要な場
合は、所管の

常任委員会
等に付託し

ます。

各常任委員
会で専門的

に調査・検討
し、委員会と

しての意思
決定をしま

す。

各委員長が
委員会での

審査の概要
と結果を本

会議で報告
します。

議員が議案
などに賛否

の意見を述
べます。

議員がそれ
ぞれ議案な

どに対し賛
否の意思を

決定します
。

特別なもの
を除き、出席

議員の過半
数で決定さ

れます。

議案などの
審査がすべ

て終わると
、議長が閉

会を告げ議
会は終了し

ます。

村長が招集
します。

定例会では
議員が村の

事業や予算
、村長の施策

など村政全
般について

村長に質問
します。

招　　　集

開　　　会

一 般 質 問

議案の上程

議案の質疑

委員会付託

付託議案審
査

委員長報告

討　　　論

採　　　決

閉　　　会

提案理由の
説明

☎0980-49-2
924

お問い
合わせ

とは

議会運営
委員会

？
議会がスム

ーズに運営
されるよう

、議事及び
日程など

の調整を行
います。

また、議会
の会議規則

や委員会に
関する条例

、議長の

諮問※に関
する事項な

どについて
も協議しま

す。

※諮問とは
：法令上定

められた事
項について

、意見を尋
ね求めるこ

と。

私達が住民の為、
審議・決定致します！

村議会とは
、住民から

選ばれた議
員で構成さ

れ、

伊江村議会
の議員定数

は10人で、
任期は４年

です。

※現職は令
和4年9月ま

で

議会が「議
決機関」と呼

ばれるのに
対し、議会の

決定

に基づいて
実際に仕事

を行うのが
、村長が代

表で

ある行政で
あり、「執行

機関」と呼
ばれていま

す。

議会と行政
は互いに独

立した立場
で考えを出

し合い

ながら、住民
生活の向上

に努めてま
いります。

村議会って
なにをするの？

村議会とは
？

村の条例や
予算などの

重要な事項
を審議し、

決定する唯
一の機関で

す。

？とは
議決（議決

権）

村長などの
執行機関に

対して、議
会は村の

議事機関
、意思決定

機関として
存在して

います。村
長が提案し

た案件（条
例の制定・

改正・廃止
、予算の決

定、決算の
認定、重要

な契約の締
結、財産の

取得・処分
など）に

ついて審議
し、その可

否を表明す
ることが

議会の最も
重要な職責

です。

通常の委員会とは違うの？

本会議で付
託された特

定の議案や
議会が特に

必要

と認めると
きには、特別

委員会を設
けて調査ま

たは

審査します
。常任委員

会と議会運
営委員会は

条例

で名称や委
員数などが

決められて
いますが、

特別

委員会には
決まりがな

く、議会の
議決をもっ

て必要

なときに設
置および定

数を決める
ことができ

、議案

の審議終了
をもって閉

会となりま
す。

？
特別委員会

とは

特定の案件
を審議する

ときや議会
を

開く必要が
生じたとき

に開かれま
す。

？とは臨時会
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編集方針や企画性を
高く評価
　県内30町村中、14町村が応募し
た広報コンクールにおいて議会広報
「いえそん」が初めて最優秀賞に輝
いた。広報委員会の島袋勉委員長は
「住民（読者）目線で、用語の説明
や文字の大きさなどを工夫した。
　お年寄りの題字記入やあの質問ど
うなった？などの企画やデザイン構成
も高く評価された。『老人ホームいえ
しま』や『ふさと苑』の皆様、（株）ち
とせ印刷の皆様をはじめ、ご協力い
ただきました皆様に感謝」と笑顔。
　年４回（3月・6月・9月・12月）の広報
紙発行をお楽しみに♪

第1回コンクールは
平成7年度から開催され、
第12回（平成19年度）
から隔年開催。
第14回（平成23年度）
に奨励賞を受賞。

◆賞状を手に喜ぶ広報委員と事務局職員

議
会
広
報

議会広報

コロナに負け
ない！

村民一丸とな
って

乗り切るッちゅ
ん！

・令和3年度予
算過去最高！

………………
………………

……… P4

・伊江島空港
活用の調査・研

究を ………………
…………… P14

・あの質問ど
うなった！？

………………
………………

…………… P18
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「議会」とは何
だろう！？

P2～3

TOPIX
トピックス

読みやすいユ
ニバーサルデ

ザインフォント
を

使用していま
す。

この印刷物は
地球環境に優

しい

植物油インキ
を使用してい

ます。

生年月日 昭和16年１月
20日生 80歳名　　前

行政区・屋号 東江前区・ナ
ンジャトゥモ

題 字 記 入
者

玉 城  清 武
たま  しろ

 きよ  たけ

（ふさと苑）

　在宅からデ
イサービスを

利用されてい
ます。

　お話好きで
歌好き。穏や

かで利用者さ
ん同士

の会話も多く
活気がありま

す。特に歌は
、唱歌、

歌謡曲、民謡な
どジャンルを問

わずよくご存じ
です。

　レクレーシ
ョンの「風船バ

レー」では戦力
として

大活躍してい
ます。

職員からみた
玉城さん

書きました！
私が
わたし

か

を

ドゥンチュイ
ムニ

伊江村議会事
務局長 島 袋  裕 次

　　　　　　　
という方言が

ある。「心を一
つに合わせる

こと、協力」と
いう語彙。

　今の厳しい
時代を村ぐる

みで乗り越え
ていきましょ

う！私は好きな
造語「一笑健

明（いっしょう
けんめい）」を

毎朝イ

メージしてい
ます。人生半世

紀が過ぎ、常に
前を向くこと

、楽しむことを
モットーに日

々の生活を過
ごすよう心掛

けて

います。

　村民皆様が
、一日笑顔で健

康で明るく過ごせ
ますように・・・

。

　最後に、コロ
ナ禍で現場に

立つ全国の医
療従事者に感

謝し、村民皆様
の御健康とコ

ロナの早期終
息を心から願

って

います。

「チムズリ」

チューパンジ
ャ シンショリ

ヨ～♪

独り言

伊江村議会事
務局
で検索ッちゅ

ん

（0980）49-29
24 伊江村議会事

務局
議会や議会広

報に関してご
意見やご要望

をお寄せ下さ
い。

城山中腹の駐
車場周辺に植

栽

された松の管
理について

平成27年12月
定例会

あの質問どうな
った！？

平成10年、城
山中腹

に松の成木4
0本が

植栽されたが
、現在は５

本。その後、村
の予算で植

栽された。以前
のように松

が茂った景観
づくりは出

来ないか。

質
相次ぐ台風等

により

過酷な条件
ではあ

る。「城の前」の
歌のように

「城の前の松
の枝持ちの美

らさ」という
イメージをし

て植栽計画を
していく。

答
平成28年、宝

くじの

社会貢献広
報活動

事業の助成を
受け、リュウ

キュウマツ30
本を植栽。台

風等の影響も
なく順調に

生育している
。

現

Good Job

令和３年５月
18日撮影　西

保育所の子ど
もたち
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3月 March

  1日：村総
合運動公園

屋内体育施
設地鎮祭（

正副議長）

  2日：北部
広域市町村

圏事務組合
議会第57回

定例会、

　　  北部市
町村議会議

長会第４回
定例総会（議

長/名護市）

  3日：議会
運営委員会

、議員全員協
議会

  9日～19日
：第２回伊江

村議会定例
会

22日：沖縄県
及び沖縄防衛

局へ要請行動
（正副議長/

那覇市・嘉手
納町）

　　  村観
光振興推進

協議会（山城
善彦経公委

員長）

24日：村振
興計画審議

会（議長）

25日：北部
振興会評議

員会（議長/
名護市）

26日：議会
報告会（各区

総会４月２
日まで）（全

議員）

30日：第３
回伊江村議

会臨時会、西
保育所落成

式（全議）

31日：農業集
落排水事業推

進委員会、役
場退職者辞令

交付式（議長
）

議
会
広
報
い
え
そ
ん
チ
ェ
ッ
ク

議
会
の
活
動

4月 Aprli

 1日：役場
人事異動に

伴う辞令交
付式（議長）

 5日：村青
年会総会（

議長）

20日：村長
選挙当選証

書付与式（
全議）

21日：芳魂
之塔平和祈

願祭（全議）

23日：沖縄
振興拡大会

議web会議
（議長）

26日：議会
広報調査特

別委員会（
議長・広報委

員）

30日：第４
回伊江村議

会臨時会

5月 May

11日：北部
市町村議会

議長会理事
会・総会（議

長/名護市）

12日：県町
村議会常任

委員長・副委
員長実務研

修会

 （内間広樹
総務委員長・

島袋勉経公
副委員長/那

覇市）

17日：北部
振興会会計

監査（議長／
名護市）

18日：村文
化協会評議

員会（議長）

19日：村民
俗芸能保存

会役員会（
議長）

20日：人材
育成会理事

会（正副議長
）・総会（全議

）

23日：村商
工会総会（

議長）

24日：議会
広報調査特

別委員会（
議長・広報委

員）

議会の活動

傍聴・感想
ありがとう

ございまし
た

村老人クラ
ブ連合会傍

聴

初めて傍聴
しました。「

紅芋タルト
」に

関する一般
質問があり

ましたが、
私も

保育所や学
校給食に週

1、2回デザ
ート

として出し
てほしいと

思います。（
コロ

ナ禍で村内
の工場が休

業している
ため）

感想1

一般質問で
議員と村

長のやりと
りを聞く

ことができ
、とても

良かったで
す。

感想２

初めての傍
聴楽しかっ

たです。議
会広報紙を

読むのも楽
しみです。

感想３

3月定例会
の傍聴者数

は7人でし
た。傍聴を希

望される方
は、

お気軽に議
会事務局ま

でお問合せ
ください。

宮 城　悟
みやぎ さと

る

行政区 東江前
区（東村出身

）

役　職 JAお
きなわ 伊江

支店長

知 念 政 宏
ちねん まさ

ひろ

行政区 西江前
区

役　職 伊江村
商工会 会長

 

　伊江島に
赴任して４月

で２年半に
なりましたが

、この度、

令和３年４
月１日付で

支店長を拝
命致しまし

た。これまで

様々な行事
を通して顔

見知りの方
も増え充実

した

日々を送る
事が出来て

います。

自己紹介

　議員の皆
様方が、村

民の生活向
上にご尽力

に頂いて

いる活動に
敬意を表し

ます。広報
誌は非常に

見やすく

丁寧だと感
じました。

議会広報「い
えそん」を読

んでの感想

　日頃より
、JA事業に

ご協力賜り
感謝申し上

げます。

お陰様で季
節工宿舎も

整備され、運
用されてお

ります。

今後も、農
業発展への

ご協力をお
願い致しま

す。
伊江村に期

待する事

　伊江村商
工会 会長を

仰せつかっ
ております

。

　会長の知
念 政宏と申

します。
自己紹介

　議会広報
へ審議内容

の掲載がな
されること

は、日々

の議会活動
が伺える大

変に有益な
記事だと所

感を抱き

ました。先生
方の一層の

ご活躍と村
の繁栄に期

待すると

ともに感謝
いたします

。

議会広報「い
えそん」を読

んでの感想

　議会・行
政の事業計

画がつつが
なく達成さ

れ、地域の

商工事業者
が村の繁栄

と共にある
ことを御期

待申し

上げます。

伊江村に期
待する事

議会広報い
えそん172

号（P11）掲
載の児童の

名前に訂正
がありまし

た。

正しくは、山
里虹太（こ

うだい）さ
んです。訂

正してお詫
び申し上げ

ます。

お詫びと訂
正
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来
て

見
て

「議
会
！
」

平和祈願祭

第２回定例
会で予算が

可決された
第２弾タッ

ちゅん商品
券

議会広報い
えそんNo.

172号（３月
号）

みました。議会広報の
感想を

No.174号９
月号に掲載

します。
議会広報い

えそんNo.1
73号（6月号

）を

読んでの感
想を一般募

集します！

伊江村議会
事務局 ☎09

80-49-292
4

連絡先連絡先

先着２名！
６月30日〆

切

聞いて

６月16日（水
）午前10時

～6月定例会
予定

意
見
書

議
決
の
結
果 

（
第
２
回
〜
第
４
回
）
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県知事・県議会議長へ直接要請

伊江島空港利用促進に関する村民アンケート結果は伊江島広報イーハッチャー4月号をご覧ください。

北部地域並びに沖縄観光産業の振興・発展に向けた

「伊江島空港」の活用を求める意見書及び要請決議を可決

3 22

　北部地域や沖縄観光産業の振興・発展に向けた「伊江島空港」の活用が県内において議論が活発化しています。

　そこで、村議会では伊江島空港管理者である沖縄県に対し、県が主体となって、将来的に伊江島空港の

活用に向けた可能性調査・研究に取り組むよう３月22日（月）に沖縄県知事並びに沖縄県議会議長へ直接、

手渡し要請をしました。北部選出議員の仲里全孝県議、平良昭一県議にもご同行いただきました。

定期便運航に向けて調査・研究に取り組む
こと

1.
米軍訓練空域に伴う運用制限等の課題
解決に早期に取り組むこと

2. 次期沖縄振興計画に位置づけ、実現に向け
て着実に推進すること

3.
北部地域並びに沖縄観光産業の振興・発展
に向け、国に対し伊江島空港の活用及び
運航再開に向け、協議・調整を図ること

4.

議 決 の 結 果
議 決 の 結 果
議 決 の 結 果
議 決 の 結 果

議 決 の 結 果
議 決 の 結 果
議 決 の 結 果
議 決 の 結 果

県知事代理で対応した県企画部 宮城力部長へ要請を行う
左から亀里副議長、仲里全孝県議、赤嶺昇県議会議長、渡久地議長、平良昭一県議

議案番号

件　　　名

議決結果

報告第２号 令和３年度沖縄県町村土地開発公社事業計画の報告について

原案報告

報告第３号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果に関する報告書の提出について
〃

報告第４号 沖縄製糖業体制強化対策事業（建築）工事の専決処分の報告について

〃

報告第５号 仮西保育所新築工事（建築・土木）の専決処分の報告について

〃

報告第６号 伊江小学校外構改修工事の専決処分の報告について

〃

同意第１号 教育長の任命について　東江上区　内間 常喜　氏　全会一致（起立採決）

原案同意

同意第２号 教育委員の任命について　西崎区　岸本 強　氏　全会一致（起立採決）

〃

認定第１号 村道の路線の認定について

原案認定

議案第４号 令和３年度伊江村一般会計予算　（起立多数）　※Ｐ4ページ参照

原案可決

議案第５号 令和３年度伊江村診療所特別会計予算　全会一致（起立採決）※Ｐ4ページ参照

〃

議案第６号 令和３年度伊江村国民健康保険特別会計予算　全会一致（起立採決）※Ｐ4ページ参照

〃

議案第７号 令和３年度伊江村後期高齢者医療特別会計予算　全会一致（起立採決）※Ｐ4ページ参照
〃

議案第８号 令和３年度伊江村水道事業会計予算　全会一致（起立採決）※Ｐ4ページ参照

〃

令和３年　第２回定例会	

会期：３月９日（火）～３月19日（金）

第１９回沖縄県町村議会広報コンクール

12議会広報 いえそん  No.176



広
報
の
移
り
変
わ
り 47年の時を経て、伊江村議会だよりは時代とともに変化してきました。
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■「伊江村議会だより」創刊
昭和49年（1974年）5月20日
白黒でB4サイズより少し大きめ
のサイズで創刊号を発行。

■NO.79号
平成８年（1996年）2月15日
表紙・裏表紙をカラーに

■NO.147号
平成26年（2014年）12月11日
題字「いえそん」初揮

きご う
毫

宮城ハナさん（当時108歳）

■NO.169号
令和2年（2020年）6月1日
全ページカラーへ

■NO.16号
昭和53年（1978年）2月20日
文字色を黒から青へ。

■NO.76号
平成７年（1995年）5月30日
B５サイズからA4サイズへ。
議会広報「いえそん」へ。
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傍聴
村婦人会役員12月定例会

感想やご意見
ありがとうございました

「議会広報　いえそん」をご
覧になったことはありますか。

◆議会開会数

◆意見書及び決議

◆一般質問 ◆議会傍聴人数

①いつも見ている（９人）
②見たことはある（３人）
③知っているが見たことはない（１人）

●役場庁舎の改築は考えていますか。バリアフ
リーに対応してほしい。

●借家が少ないため空き家などをリフォームして
移住者や子育て世代が伸び伸びと子育てがで
きる家を増やしてほしい。

●同じ村内でも各行政区によって待遇が違うが平
等にならないのか。

●活発な質疑応答でした。はじめての議会傍聴
とても良い経験でした。

●モニターで資料など、見れたら良かったです。
●村民の生活をより良くする為、討論下さりあり
がとうございます。

●議会という貴重な場に参加できてすごく勉強
になりました。一つ一つの議案に対してとても
細かく議論がなされていると感心しました。

●興味のある質疑をしていたので聞き入ってし
まいました。とても勉強になりました。

●北部地域並びに沖縄観光業の振興・発展に向け
た「伊江島空港」の活用を求める意見書及び要
請決議（3月9日）

●沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使
用しないよう求める意見書（6月17日）

●議員定数調査特別委員会設置に関する決議
　　（6月17日）
●コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税
財源の充実を求める意見書（11月11日）

●離島振興法の改正・延長を求める意見書
　　（11月11日）
●海底火山噴火による噴出した漂流・漂着軽石に
関する意見書（11月11日）

　現教員宿舎（4棟）のうち、3棟は築40年以上経過しています。
　沖縄振興公共投資交付金を活用し、１棟に集約し12戸（世帯
用3DK「2戸」・単身用2DK「10戸」）を建設します。用地は、西江
上区内（旧玉城つり具店の北側）で、工期は令和3年12月21日
～令和4年7月19日の予定となっています。

（定例会４回、臨時会６回）

もし、あなたが議員ならど
のような質問をしますか。

議会傍聴の感想をご自由に
記入ください。

議会 人数 件数
３月定例会 ６ ９
６月定例会 ３ ４
９月定例会 ４ ７
12月定例会 ７ ９

合計 20 29

議会 人数
３月定例会 ７
６月定例会 ０
９月定例会 ０
12月定例会 15

合計 22

P11参照◆議案第62号　伊江中学校
教員宿舎新築工事ってなに！？

伊江村議会の
活動報告

報　
　
告

現教員宿舎
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議会広報いえそんNo.175号（12月号）

みました。聞いて
新成人4名に感想を

上地 奏楽

内間 日菜

蔵下 瑠加

名嘉真 花梨

うえち…そら

うちま…ひな

くらした…るか

なかま…かりん

武蔵野大学

九州産業大学

沖縄水産高等学校専攻科

沖縄女子短期大学

自己紹介

伊江村に期待する事

西江前区

東江前区

東江前区

西江上区

学　校

学　校

学　校

学　校

行政区

行政区

行政区

行政区

　東京の大学で数理工学を学んでいる
大学２年生です。東京駅近くの沖縄郷
土料理店でアルバイトをしています。

　大型船の航海士を目指し、専
攻科で操船方法や海事法規等を
学んでいます。

　今年成人を迎えました。今は福岡
の大学に通っています。

　ナカマンヤーの四男（洋之）の長
女です。今年、伊江中 69 期生とし
て成人しました。

　子どもたちの将来の為に、ノート
パソコンやネットワーク等の教育設
備を整えていることに驚きました。

　様々なトピックを島民の誰もがわか
りやすい形でまとめられ、写真や色づ
かいも見やすくて良い議会広報紙だと
思いました。
　今、島で話し合われている議題や問
題を皆で共有する事でより良い島づく
りが望めると感じました。

　一般質問など議会で行われてい
る事がわかりやすく、読みやすかっ
たです。

　全ページカラーで字も大きくて読
みやすいと感じました。議会内容が
わかりやすく書かれていると思いま
した。

　身体の不自由な方やお年寄り、子
どもたちが楽しく元気よく生活でき
るような環境づくりに力を尽くしてほ
しいです。

　農業、畜産業、水産業、観
光業において『伊江島ブランド』
として国内外に売り出す、“ 地域
ブランド ”をこれからも精力的
に行われる事を期待しています。

　伊江中学校が１クラスになってい
ると伺ったので、また２クラスにな
るように若い人たちを迎え入れる取
り組みに期待しています。

　若者が帰ってきやすいような村づく
りを目指してほしいです。具体的には、
もっとアパートを増やしてほしいです。

　大学で学んでいる数学を活用し、
自分に力をつけ、何らかの形で伊江
島に還元できる人になりたいです。

　航海士になりたいです。

　観光学科を専攻しているので、将
来は観光業に携わる仕事をしていき
たいと思っています。

　保育現場でたくさん勉強し、将来
は幼稚園教諭になりたいです。

自己紹介

自己紹介

自己紹介

議会広報「いえそん」を読ん
での感想

議会広報「いえそん」を読んで
の感想

議会広報「いえそん」を読ん
での感想

議会広報「いえそん」を読ん
での感想

将来の夢

将来の夢

将来の夢

将来の夢

伊江村に期待する事

伊江村に期待する事

伊江村に期待する事



3月12日に　　　　　をする
伊江中3年生に聞いてみました！
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① 村民が明るくてフレンドリーな所だと思いま
す。観光スポットが沢山あり、今はコロナ対策
の為、ありませんがゆり祭りなどの行事では
伊江島の花など自然の魅力が感じられます。

② 自然の海をもっときれいしにて、どこにも負け
ないくらい美しく自然豊かな島にしたい。国
内外の交流の充実、観光客が「また来たい」と
思えるような島にしたい。

③ 具体的には決まっていない。外国に興味があ
るので外国の方々と日本の方々が繋

がれるように、国際関係の仕事に
就きたいと思う。

私
た
ち
の
未
来

① 自然豊かで地域の人たちが優しい。スポーツ
や祭りなどイベントが多い。

② 色んな人に伊江島の自然の豊かさをアピール
して観光客を増やしたい。また、伊江島にしか
ないことをアピールしたい。

③ まだ、見つけていませんが将来、職
業の選択の幅を広げられるように
勉強をしていきたい。

① 自然豊かで魅力的な観光スポ
ットがたくさんある。

② もっとたくさんの人に伊江島の
ことを知ってもらい笑顔
溢れる島にしたい。

③ 自分の理想の伊江島を自
分の手でつくっていきた
い。

① 海や山など、きれいな自然の姿が見られ、リラッ
クスできる。スポーツや祭りが盛んでとても楽し
い。島の人たちが元気で優しい。

② 伊江島のことを知らない人たちに島の魅力を知
ってもらい、伊江島のことを好きになってくれる
人を増やしたい。

③ 薬剤師になりたい。医者や患者さんを支えるお
薬に精通することでみんなを元気にすることが
できると思うから。

① 城山や季節に合った花、綺麗な海など、自然に触れ合
うことができる。

② 比較的高齢者の方が多いので、高齢者が住みやすい島
にしたい。伊江島の自然豊かな所を
活かし、観光客の方々がまた来たい
と思う島にしたい。
③ 調理師や管理栄養士など、調理に

関わる仕事がしたい。自分の手で
作った料理で人を笑顔にしたいと
いうことが小さい頃からの夢だか
ら。

① 自然が沢山で海がきれい。
② 若者たちが積極的に帰って来

る島。
③ 特に決まっていな

いが、やりがい
があって、安定
した生活がで
きる職につき
たい。

新
し ん が き

垣 颯
そ う

太
た

西江前区

島
しまぶくろ

袋 美
み う

羽

西崎区

大
お お し ろ

城 柚
ゆ ず

葉
は

東江上区

林
はやし

　來
こ こ

愛
あ

川平区

知
ち ね ん

念 和
わ く

空

東江前区

喜
き ゃ ん

屋武 宗
そ う

緋
ひ

阿良区
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議会の活動
1212月月

１１月月

２２月月

December

January

February

	1日：	北部広域市町村圏事務組合議会第57回臨時会
	 	北部市町村議会議長会第3回理事会・総会
	 	（議長/名護市）
	3日：	伊江島一周マラソン大会実行委員会（議長）
	5日：	村政功労者表彰式・産業まつり表彰式（全議）
	14日～16日：第10回伊江村議会定例会
	23日：	行政改革推進委員会（議長・内間広樹議員）
	 	第3回議員定数調査特別委員会（全議）
	24日：	ゆり祭り実行委員会（正副議長）
	27日：	北部振興会第2回評議員会（議長/名護市）

村政功労表彰式

成人式

	4日：	成人式（全議）
	6日：	消防出初式（議長）
	24日：	県町村議会議長会臨時理事会（議長/那覇市）
	27日：	第1回伊江村議会臨時会（全議）

2日～3日：令和3年度定期監査（内田竹保監査委員）
	8日：	第4回議員定数調査特別委員会（全議）
	10日：	第60回沖縄県介護保険広域連合議会定例会（島袋義範議員/読谷村）
	15日：	広報委員会（議長・広報委員）
	17日：	県町村議会議長会定例理事会及び第51回定期総会（議長/那覇市）
	18日：	県離島振興市町村議会議長会第13回定期総会（議長/那覇市）
　　　広報委員会（広報委員）

議会傍聴を希望される方は、議会事務局（☎49-2924）へ
お問合せ下さい。また、新型コロナウイルス感染症の
影响によりご遠慮いただく場合がございますのでご
理解ください。

　3月定例会は令和4年度の予算を審議する重要な議会です。予算審査特別委員会を
設置し、６会計（一般会計・診療所会計・国保会計・後期高齢者会計・水道事業会計・
船舶運航事業会計）に無駄がなく適正に予算措置をされているか審議します。また、
議員による一般質問や村長の施政方針演説も行われます。

3月定例会ではどんなことを審議するの！？

３月３日（木）午前10時〜  
▶ ３月定例会予定  

来
て
見
て「
議
会
！
」
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読みやすいユニバーサルデザインフォントを
使用しています。

この印刷物は地球環境に優しい
植物油インキを使用しています。

生年月日 昭和10年12月20日生　86歳
行政区・屋号 川平区・バイコーンヤー

題 字 記 入 者

名　　前 宮 里  豊 信
 みや  ざと  とよ  のぶ

　若い頃、通信隊で勤められていたので、時々会話
に英語（単語）が入るカッコイイ豊信さん。目を輝か
せ嬉しそうに話される事は、美味しい食事の事と
戦後昔の写真をコレクションとして集めていたとい
う話です。今はとても穏やかに老人ホームで過ごさ
れています。

職員からみた豊信さん

伊江村議会議員 名嘉　實

　人が亡くなると、告別式から始まり、普通四十九日まで法事が行われる。告別式の香典はハダカ千円がほとんど守られて
いるが、七日ごとの法事で村指定の香典袋を使う人は少ない。２千円を入れるとお返しの方が多く、恥ずかしい思いをするこ
とが度々ある。村指定の香典袋を使わない事がお返しを多くする一因になっているのではないだろうか。その逆もあるかも
しれない。
　四十九日が終わると香典返しとして、村の社協や人材育成会などに寄付をする習わしがある。これを無くし広報誌にも掲
載しない方が良いと思う。亡くなった人々の正月と言われる新十六日（ニージュールクニチ）は無くし、一年忌に絞れないだろ
うか？

ドゥンチュイムニ 独り言

（0980） 49-2924 伊江村議会事務局
議会や議会広報に関してご意見やご要望をお寄せ下さい。

学校敷地内のブロック塀の安全対策は
平成30年９月定例会あの質問・質疑どうなった！？

Good Job

か

書きました！
私が
わたし

を

平
成
30
年
６
月
に
大
阪
府
で
発

生
し
た
地
震
に
よ
り､

学
校
敷
地

内
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し､

死
亡
事

故
が
起
き
た
。

　
今
後
、村
内
に
お
い
て
の
学
校
敷
地

内
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策
は
。

質
県・国
の
補
助
金
を
活
用
し
整
備

を
図
っ
て
い
き
た
い
。危
険
性
が

高
く
緊
急
に
修
繕
す
べ
き
箇
所
は
、今

後
村
独
自
で
修
繕
し
て
い
く
事
も
考
え

て
い
る
。

答
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整

交
付
金
を
活
用
し
、令
和
２
年
度

伊
江
小
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
完
成
、

令
和
３
年
度
〜
令
和
５
年
度
に
か
け

て
、西
小
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
整
備

す
る
。

現

施工前 施工後

新生活運動の「葬」について考える

春がやって来た！
健康が一番ちゅん♪
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